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下
田
市
指
定
文
化
財
（
書
籍
）

所
蔵
者　

横
川　

太
梅
寺

昭
和
60
年
12
月
23
日
指
定

　

横
川
太
梅
寺
に
伝
わ
る
こ
の
書

物
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代

初
期
に
伊
豆
・
相
模
と
広
い
範
囲

で
活
動
し
た
禅
僧
寂
用
英
順
が
記

し
た
語
録
（
法
語
や
説
法
を
記
録

し
た
も
の
）
で
、
地
域
の
歴
史
を

語
る
重
要
な
史
料
と
し
て
下
田
市

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
の
永
正
13
年
（
１
５

１
６
）
に
生
ま
れ
、
江
戸
時
代
初

期
の
慶
長
19
年
（
１
６
１
４
）
に

99
歳
で
没
し
た
曹
洞
宗
の
僧
侶
で

す
。
出
身
地
や
僧
侶
と
な
っ
た
経

緯
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
英

順
の
師
で
あ
っ
た
実
堂
宗
梅
（
後

の
小
田
原
香
雲
寺
四
世
）
に
従
っ

て
南
伊
豆
に
や
っ
て
き
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

英
順
は
ま
ず
無
住
だ
っ
た
加
増

野
の
草
庵
（
常
楽
庵
、
後
に
常
源

寺
。
現
廃
寺
）
に
入
り
、
し
ば
ら

く
し
て
湊
（
南
伊
豆
町
）
に
修
福

寺
を
開
き
ま
し
た
。
や
が
て
常
源

寺
だ
け
で
な
く
、
太
梅
山
深
居
庵

や
修
福
寺
、
さ
ら
に
小
田
原
大
安

寺
の
住
持
も
務
め
ま
し
た
。
英
順

は
寺
の
経
営
だ
け
で
な
く
、
船
を

使
っ
て
商
売
を
行
い
、
戦
国
大
名

後
北
条
氏
と
接
近
す
る
な
ど
、
僧

侶
と
し
て
の
活
動
を
超
え
た
奔
放

な
生
き
方
を
し
た
人
物
で
し
た
。

　

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
、
英

順
が
85
歳
の
時
に
完
成
し
ま
し
た
。

語
録
は
68
編
の
詩
文
か
ら
な
り
、

多
く
の
語
句
に
英
順
自
身
の
片
仮

名
混
じ
り
の
解
説
が
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
曹
洞
宗
の
禅

思
想
や
易
学
、
浄
土
信
仰
、
庚
申

信
仰
な
ど
の
土
俗
的
な
信
仰
に
関

す
る
も
の
で
、
中
世
の
地
方
の
僧

侶
が
抱
い
て
い
た
思
想
や
信
仰
を

考
え
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

太
梅
寺
は
平
安
時
代
末
に
創
建

さ
れ
た
深
居
庵
が
そ
の
は
じ
ま
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
横
川
集

落
を
望
む
山
の
中
腹
に
あ
り
、
戦

国
時
代
末
期
に
豊
臣
秀
吉
が
小
田

原
後
北
条
氏
を
攻
め
た
折
に
深
居

庵
で
の
兵
士
の
乱
暴
を
禁
じ
た

制
札
（
「
安
国
寺
恵
瓊
制
札
」
市

指
定
文
化
財
）
や
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
活
躍
し
た
石
工
小
川

清
助
の
代
表
作
で
あ
る
子
育
地
蔵

な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

下
田
駅
よ
り
松
崎
方
面
バ
ス
横
川

バ
ス
停
下
車
徒
歩
10
分

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
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５

の

あ
い
さ
つ
を　

さ
れ
る
前
に　

し
て
み
よ
う

あ
い
さ
つ
を　

さ
れ
る
前
に　

し
て
み
よ
う

あ
い
さ
つ
を　

さ
れ
る
前
に　

し
て
み
よ
う

下
田
市
は
あ
い
さ
つ
運
動
実
践
中

そ　の 50

2009

9
西本郷にお住まいの
澤地　和宏さん・幸子さんの

はじめまして　柚葉です。
トマトとバナナが大好き！
いっぱい食べて大きくなろうね。

長女　柚 葉ちゃん（１歳１か月）

ゆず　　　は

み
ど
り

をまもるリサ

イ
ク
ル

ち
きゅ

うにやさしい

「広報しもだ」は再生紙を使用しています

広報しもだ　2009.9月号

下田市ホームページ　http://www.city.shimoda.shizuoka.jp/
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ろ
く

寂
用
禅
師
語
録

じ
ゃ
く
よ
う
え
い
じ
ゅ
ん

寂
用
英
順

寂
用
禅
師
語
録
と
は

じ
つ 

ど
う  

そ
う  

ば
い

寂用禅師語録

深居山太梅寺
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